
 

          全国公立学校教頭会通信 第１１号               

           き ず な 
               第 48 回 中央研修大会 

  
令和 5年度第 48回中央研修大会（オンライン開催）を 2月 9日に開催しました。中央研修大会は、全公教研究

部が企画・運営する研修会です。今年度は、約 850名の会員がオンラインでつながり講演とシンポジウムにオン

タイムで参加しました。その概要をお伝えします。 

 

１ 開会行事 10:00 ～ 10:15  

（１）開会の言葉 全国公立学校教頭会 副会長 渡辺 明日子 

（２）会長挨拶   全国公立学校教頭会 会長 吉原 勇 

（３）趣旨説明    全国公立学校教頭会 研究部長 土井 国春 

２ 基調講演 10:15 ～ 11:45  
演 題：「学校ＤＸの推進と生成ＡＩの活用について」 

   講 師：早稲田大学教職大学院・教授 田中 博之 氏  

  謝 辞 全国公立学校教頭会 副会長 柳 哲也 

３ シンポジウム 13:00 ～ 15:20  
（１）シンポジウム 13:00 ～ 15:00 

テーマ「教育 DXの推進と副校長・教頭の役割」 

    ○コーディネータ 
・東みよし町立昼間小学校校長・文部科学省学校 DX戦略アドバイザー 中川 斉史 氏 

○シンポジスト   
・沖縄県教育庁県立学校教育課教育 DX推進室主任指導主事・文部科学省学校 DX戦略アドバイザー  大城 智紀 氏 

・神奈川工科大学 情報教育研究センター 准教授・多摩美術大学非常勤講師・東京学芸大学 非常勤講師  中尾 教子 氏  

・全国公立学校教頭会研究部長・松茂町立喜来小学校教頭 土井 国春 氏         
（２）質疑・応答 15:00 ～ 15:20 

      謝辞 全国公立学校教頭会 副会長 松野 博文 

４ 閉会行事 15:25 ～ 15:30  
（１）閉会の言葉 

        全国公立学校教頭会 副会長 岸川 孝 

 

 

第 48回中央研修大会アンケートより（抜粋して紹介します。） 

 

【基調講演】 

・生成 AIの活用などについて展望が見えてきました。 

・自分の学校の DXがどの程度なのか、まだ進めることができるの   

かを再確認できた研修でした。わかりやすく、ハートに火を付  

けてくださった講師の先生、ありがとうございました。また、 

このような研修を企画してくださった全公教の役員の方々、大 

変お世話になりました。 

・学校 DXの推進について、生成 AIの利用も見据えていく必要性

が分かりました。大変分かりやすいお話でしたので、他の教頭先

生方へも視聴をお勧めします。また、本校職員にも伝達していき

ます。 

・教頭としての責務・意欲が高まりました。できることから始め

ていきたいと思います。 

・「NEXT GIGA」に向けて、どんなことが必要なのかがよくわかりました。まだまだ本校は追いついていない現状 

があります。何ができるか、できることをなんとか取り組んでみたいと思います。 
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【シンポジウム】 

・学校 DXについて手が届きそうで届かなかった部分にアプロ 

ーチできるきっかけをいただきました。 

・DXは引き算－この言葉が印象に残りました。できるところか  

始めたいと思います。 

・教育 DX への教頭としての役割について色々知ることができ、 

有意義な内容でした。 

・発表された３名の先生、コーディネータの先生方の知識・ 

豊富な実践・わかりやすいプレゼンに本当に感動しました。  

・いろいろな事例を教えていただき勉強になりました。ぜひ参 

考にさせていただきたく思います。ただ、教職員のタブレッ  

ト端末が支給されずに、設備面が優先されないとなかなか活用できないのも現状です。 

・学校の実情に合わせ、学校 DXを推進していきたいと思います。自分がもっている情報量では足りないので、職

員と共有し、適材適所の働きを通して、皆が一人一人幸福感を味わう職場にしていきたいと思います。 

・DXを推進することの意義がとてもよく分かりました。しかし、本市のように予算等の都合でなかなか進んでい

ない自治体も多いかと思います。全職員に同じ環境で使える端末が支給されていない（本校では校長、養護教

諭、栄養教諭などに GIGA端末が配置されていません）という実情があります。 

・子どもたちの学びのより良い改善と職員の授業改善、働き方改善に向けて、教育ＤＸの推進は不可欠だと改め 

て感じました。子どもたち、職員の業務の軽減化のために、教頭として活用方法を学んでいきたいと思います。 

・最後の副校長・教頭へのエールがとても温かく、「トライ＆エラーは必然」「学校ＤＸが授業を変えるのではな 

く、授業を変えるのはあなたです」などキーワードになる言葉がとても心に残りました。研修会後、自分ので

きることからチャレンジしてみようと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 中央研修大会 

  中央研修大会は喫緊の課題を採り上げ、副校長・教頭の専門性

を高める取組みを行っています。今年は「教育 DX の推進と副校

長・教頭の役割」をテーマに開催いたしました。 

当日は各教頭会・副校長会の代表参加者約８５０名がオンライ

ン上に集まり、研修を深めました。中央研修大会は令和 2 年度か

らオンライン開催とし、開催後に全会員がビデオオンデマンド形

式で研修し、成果の共有を可能としています。一人でも多くの会員

の方々に視聴していただきたいと思います。 

近隣の会員へのお声掛けをよろしくお願いします！  

 

 


